
本年度の重点

目標 

１ 安全で安心な学校づくり 

 (1) 防災の日の設定 

 (2) 子どもへの安全配慮 

２ 教育のさらなる充実  

 (1) 時代の変化に応じた聾教育の専門性の向上 

 (2) 主体的・対話的で深い学び、個別最適な学びの視点での授業改善 

 (3) 地域の教育資源を活用した取組 

 (4) 教員も元気子どもも元気 

３ 学校からの発信力の強化 

 (1) センター的機能の充実 

 (2) 情報発信の充実 

担当 重点目標 具体的方策 留意事項 

幼稚部 

時代の変化に応

じた聾教育の専

門性の維持向

上、教育活動の

充実を図る。 

・登校状況や家庭環境の多

様化に応じた効果的な指導

や保護者支援の在り方を検

討する。 

・公開授業や外部専門家活

用事業、日々の情報共有の

機会に教員が主体的に学

び、幼児段階の聾教育にお

ける指導技術を維持向上す

る方法を探る。 

・聾学校の専門性や少人数の良さ

を生かす。さまざまな情報ツール

を活用する。 

 

・聾学校経験の豊富な教員からさ

まざまな学びを得られるように、

教員間での情報共有の強化に努め

る。また、教員間で積極的にアド

バイスがし合える環境をつくる。 

小学部 

・個のニーズや

社会の変化に応

じた教育活動の

充実を図る。 

・保護者や教員同士の連絡、

連携の機会を大切にし、児

童の実態とニーズを十分に

把握する。 

・学習指導要領に準じた授

業改善を進める。個別最適

な学びと協働的な学びの一

体的充実を図るため、各種

研修やスキルアップウィー

クを通して、教員間の情報

交換や授業力の向上を図っ

たり、キャリアへの視野を

広げたりする。 

・教員同士が主体的に話し合える

環境作りを行い、積極的な部の業

務運営ができるようにする。 

・児童や保護者のあらゆる声に耳

を傾け、児童の良いところを進ん

で認め、自信や向上心をもつこと

ができるようにする。 

・新しい教育情報の共有等を行う

ことによって、児童にとって安心

できる学校、分かりやすく楽しい

授業の維持・推進を行う。 



教務部 

・幼児児童の失

敗を恐れずに

挑戦する力、失

敗から学ぶ力、

助けを求める

力を高める。 

・「ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ※」と

「受援力※」をキーワード

にし、会議等を通して考え

方を広める。 

・教育活動や授業実践の中

で、幼児児童を勇気づける

雰囲気や側で見守る環境を

整える。 

・幼児児童が主役となって主体的

に挑戦できるよう意識し、失敗し

たときはフォローするとともに、

失敗を生かして学べるよう導く。 

・手助けし過ぎず、幼児児童の求

めに応じて必要な支援をするよう

意識する。 

※ ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ…課題解決に向けて失敗を恐れず主体的に行動する姿勢 

※ 受援力…困っているときに助けを求める力、支援を受け入れる力 

総務部 

・主体的、対話

的で深い学びや

個別最適な学

び、探究的な学

習を深めるため

の ICT の積極的

な活用に向けて

の教育環境の充

実を行う。 

・ルールに基づ

いた教職員の生

成 AIの活用・業

務の削減を推進

する。 

・授業支援システムの円滑

な活用を通じて子供に応じ

た学習に取り組む環境や

ICT を活用しながら話し合

い活動ができる環境づくり

をする。高学年を中心とし

て、自分で学習目標や学習

方法を決定する探究的な学

びを進められるよう ICT 教

育の環境を整える。 

・ルールを守って生成 AIを

業務に活用することで、ラ

イフワークバランスの助長

ができるよう体制を整え

る。 

・ネットワーク環境が ICT を活用

した学習に適しているか確認し、

必要に応じて ICT 教育推進課と連

携をとる。 

・デジタル教科書のアカウントを

学級ごとに分けて使用上の制約を

なくすことで探究的な学習に活用

しやすくする。 

・生成 AIに関する研修を ICT教育

推進化の事業である ICT 支援員事

業を活用し、研修部の夏季選択研

修と連携して実施する。 

研究研修部 

聾教育の専門性

の向上を目指

し、充実した教

育活動につなげ

る。 

・教員による主体的な学び

を大切にし、さらなる専門

性の向上や授業改善につな

がる研修を実践する。 

 

・外部の専門家から、自立活動に

関する助言を受け、専門性を向上

していけるようにする。 

・様々な研修を設定し、各自が課

題を明確にしながら、研修を進

め、実践に結び付けていけるよう

にする。 

生活指導部 

・自分の身を守

る力や防災に関

する知識と技能

を身に付けるこ

とができる子ど

もを育てる。 

・防災の日を設定し、幼児

児童、職員が防災に関する

知識を深める。 

 

・身の回りの危険を予測・回避

し、安全な生活に対する理解を深

めることができるような防災教

育、避難訓練を行う。 

 

保健体育部 

幼児児童が安全

に学校生活を送

ることができ

る。 

・児童がけがや症状を自分で

伝えることができるようにする

ために、来室カードを活用す

る。自分の行動を振り返る機

・来室カードの記入の仕方の支援と

ともに、来室の多い児童を把握し、担

任と情報を共有しながら支援につな

げる。 



会にすることで、安全意識を

育む。 

・給食について、食物アレルギ

ーや幼児児童の実態に応じて

食材の精選を行い、安全に食

べられるようにする。 

・食材の大きさや硬さなどを考え、安

全な給食を提供できるようにする。献

立変更や異物混入などがあったとき

にはすぐに周知を図るようにする。 

いじめ防止に

向けた取組 

・問題に対する

情報を共有し、

学校全体で組織

的に指導に当た

る。 

・年に 2回実施する児童対

象の「心のアンケート」に

より早期発見に心掛ける。 

・「学校いじめ不登校対策

委員会」を設置し、情報共

有を図りつつ学校全体で対

応する。 

・心のアンケート結果の内容を、

保護者や学校全体で周知し児童の

抱えている問題点を共有する。 

・職員や児童にいじめ認識アンケ

ートを実施し、いじめの未然防止

の理解を深めていく。 

多忙化解消に

向けた取組 

会議回数の削減 

実践・検証 

会議の設定を見直したこと

で、より効率的な部、校務

運営を目指す。時間のゆと

りを生み出し、時間外在校

時間の減少につなげる。時

間外在校時間の上限（一か

月 45時間、1年 360時間）

が遵守できるよう、業務改

善を行う。 

今年度の会議の設定について随時

聞き取りを行い、検証を行う。ま

た、時間外在校時間について昨年

度平均時間との比較を実施する。

業務の効率化について呼びかけを

行う。 

学校関係者評価を実施する主な

項目 

１ 安全で安心な学校づくり 

 (1) 防災の日の設定 

 (2) 子どもへの安全配慮 

２ 教育のさらなる充実  

 (1) 時代の変化に応じた聾教育の専門性の向上 

 (2) 主体的・対話的で深い学び、個別最適な学びの視点での

授業改善 

 (3) 地域の教育資源を活用した取組 

 (4) 教員も元気子どもも元気 

３ 学校からの発信力の強化 

 (1) センター的機能の充実 

 (2) 情報発信の充実  
 


